
麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス
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履修上の注意 出席が１０時間に満たないものは受験資格を与えない。

評価方法

(１)講義終了時に小テストを実施する
(２)定期テストにおいて評価する

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期テスト ◎

小テスト 〇 〇 〇 〇 20%

※　主たる方法：○　　その他：△講義 〇 演習： 実習： 実技： △

教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと。

現代社会の健康阻害要因 教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと。

自分の体を知る 教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと。

体力の構成要素 教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと。

運動の要素・自覚的運動強度 教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと。

目標

◎ 80%

科目名 健康科学

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

「生涯スポーツ・健康科学」

対象学科・学年 こども保育科１年

授業概要
・健康維持や体力向上にスポーツ活動のもつ教育的意義について学ぶ。
・自分の体を知るために、体力テストを実施する。

学習目標
（到達目標）

アルコールパッチテスト 教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと。

歯磨き指導 教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと。

運動不足の要因 教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと。

◎

現代社会におけるスポーツの意義と課題

自らのスポーツ、健康に対する考え方を述べる

体力テストを実施する

授業項目・内容 授業外学修指示

健康の概念(ＷＨＯの概念)

担当者実務経験

川端　いづみ

養護教諭

１単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

後期



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報
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担当者実務経験

中山　八保子

保育所、児童養護施設、児童発達支援センター
において保育士として勤務

2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

後期

社会的養護の基本理念を２つ挙げ、説明することができる。

家庭養護、施設養護について、説明することができる。

社会的養護を必要とする児童の気持ちを理解することができる。

児童福祉施設における保育士の役割を理解することができる。

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

授業項目・内容 授業外学修指示

自己紹介、科目ガイダンス（社会的養護とは何か）

児童養護施設について①（施設における日常生活について）

○ 5%

○

○ 5%

科目名 社会的養護Ⅰ

科目名（英） Social  Care

単位数 担当者

実施年度

授業態度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

・相澤 仁、林 浩康　『社会的養護Ⅰ』　中央法規出版　　2019年

乳児院、児童心理治療施設について

対象学科・学年 こども保育科1年

授業概要

今日、児童と家庭を取り巻く生活環境の変化により、児童を家庭で養育することが困難なケースが増加している。『子どもの最善の利益』
を追及するためには、家庭養護、施設養護を含めた社会的養護の基本的理解、社会的支援を受けながら生活している子どもとその家族
にに関わる際の姿勢、援助が必要になってくる。２年次での児童福祉施設実習に向け、1年次の時点から児童福祉に興味を持ち、感じる
力、考える力を身につけ、保育士としての役割、仕事内容を理解していく。

学習目標
（到達目標）

児童虐待①（現状、定義） 児童虐待に関する記事を事前に読んでおくこと

児童虐待②（児童虐待に関する法律、保育士の役割） 児童虐待に関する記事を事前に読んでおくこと

社会的養護の体系（家庭養護、施設養護）、施設の形態 教科書の街頭範囲を事前に読んでおくこと

里親制度について①（里親制度のしくみ、里親の種類） 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

里親制度について②（里親の気持ち、里子の気持ち） 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

80%

ファミリーホーム、特別養子縁組について、まとめ
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと
正試験を行うので、復習しておくこと

児童養護施設について②（保育士の役割について） 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

児童自立支援施設、母子生活支援施設について

※　主たる方法：○　　その他：△講義 〇 演習： 実習： 実技： △

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

子育てについて（出生時～学童期までの発達、社会状況） 「こどもの日」にちなんだ新聞記事を読んでおく

子どもの権利、「母の日」について 自分が生まれた時の様子を親に聞いてみる

現代社会に暮らす子どもと家庭①（少子化、核家族化、地域とのつながり）
少子化、家族の形態に関する記事を事前に読んでお
くこと

現代社会に暮らす子どもと家庭②（教育、遊び、食の変化） 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

目標

履修上の注意 出席が10回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

（１）出席率　（２）授業への参加状況（授業冒頭での復習確認、積極的な発言）　（３）授業終了後、感想を書き、
ノートを提出する。　（４）正試験（筆記）を実施する。　　　以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

ノート提出 ◎ ◎ 10%

出席率
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言語
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担当者実務経験

天野　恵

保育園園長

1単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

後期

領域「言葉」のねらいについて説明できる。

子どもの言葉がどのように発達するか、順を追って説明できる。

美しい言葉とは何かを追求し、日々の会話のなかで常に振り返ることができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

オリエンテーション

科目名 幼児と言葉

科目名（英） Children　and　Words

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

保育所保育指針・幼稚園教育要領。その他、適宜教員作成の資料を配布する。

対象学科・学年 こども保育科　1年

授業概要

・領域「言葉」のねらいおよび内容を理解する。
・子どもの発達における言葉の重要性について理解する。
・保育者としての言葉遣いを見直し、言葉の楽しさや美しさに気づく。

学習目標
（到達目標）

わらべうた遊び2

昔話

日本語の美しさについて考える うまれたところの方言について調べてくる。

○ ◎ 70%

※　主たる方法：○　　その他：△講義 〇 演習： △ 実習： 実技：

領域「言葉」について考える 保育所保育指針・幼稚園教育要領を精読しておく。

保育課程・教育課程における領域「言葉」の位置づけ

言葉遊び 子どものころに遊んだ言葉遊びについてまとめてく
る。

わらべうた遊び1

目標

履修上の注意 私語等を慎み、積極的な授業参加を望みます。

評価方法

（１）スクーリングにおける参加状況と意欲点（２）作成する指導案　以上を以下の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）、A（80点以上）、B（70点以上）、C（60点以上）、D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

参加状況・意欲

指導案 ◎ ○ 30%
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担当者実務経験

中村　寛子

近畿大学九州短期大学特任講師（中村）

2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

後期

音楽の基本知識となる、楽典の習得（楽譜、音符や休符、拍子、記号等の知識）

ピアノ演奏実技の習得（正しい運指、テクニック、左右の手のスムーズな動きバラバラな動きに対するスムーズな動き

声楽の基本実技の習得（正しい音程、呼吸法、リズム等）

ジングルベル

授業項目・内容 授業外学修指示

虫の声

ジングルベル

◎ 40%

◎

科目名 音楽表現Ⅰ-②

科目名（英） music performance Ⅰ-②

単位数 担当者

実施年度

スタンプ取得

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

・近畿大学九州短期大学発行/ピアノ教本、声楽教本
・ドレミ楽譜出版社刊/こどもの楽典
・チャイルド社発行/こどものうた１００
・講師作成の楽譜集（ファイル保管）

お正月

対象学科・学年 こども保育科1年

授業概要

保育の現場では、音楽は必須のものとなる。朝登園後「おはようの歌」、昼食には「お弁当の歌」、お昼寝時には「お休みの歌」、降園時に
は「お帰りの歌」、その他にも自然や季節を感じて感性を高めるために「様々な季節の歌」、「遊びうた」、誕生会等の行事に行進を促す「行
進曲」等。その音楽をすべて、保育士が把握をし、ピアノで伴奏していかなくてはいけない。この授業ではできる限り沢山の曲を歌い、ピア
ノ演奏する。そのために必要な技術、知識を身に付けるものである。後期は、実践力としてたくさんの子どもの歌を習得する。

学習目標
（到達目標）

ミッキーマウスマーチ
ミッキーマウスマーチ

雪のペンキ屋さん
雪のペンキ屋さん

雪のペンキ屋さん
雪のペンキ屋さん

まめまき まめまき

ハッピーバースデー ハッピーバースデー

50%

おててをあらいましょう おててをあらいましょう

きよしこのよる きよしこのよる

お正月

さよならのうた

※　主たる方法：○　　その他：△講義 演習： 〇 実習： 実技：

虫の声

こぎつね こぎつね

どんぐりころころ
どんぐりころころ

いもほりのうた
いもほりのうた

やきいもグーチーパー
やきいもグーチーパー

さよならのうた

目標

履修上の注意
前期に比べて、後期は曲の難易度が急に上がるが、日々の練習を欠かさないように、計画的な練習ができる
ようにする。

評価方法

授業の課題曲をすべて合格しなければ、合格基準を満たさないものとする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

小テスト ◎ ◎ ○ 10%
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇 ◎

◎ 〇

◎ 〇
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回数

1
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15

担当者実務経験

稲永　奈歩

幼稚園教諭として幼稚園に6年間、保育士として保育園・認定こ
ども園に1年間

2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

後期

幼稚園実習の意義と目的を理解し、保育を学ぶ学生らしい態度で見学実習等を行うことができる。

2年間の全ての実習の流れを理解し、説明することができる。

幼稚園、保育所、認定こども園の違いについて、説明することができる。

実習に必要な書類の準備やアポイントメントの取り方について知り、実践することができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

オリエンテーション

記録の意義

○ ◎ 70%

科目名 教育実習指導Ⅰ

科目名（英） Teaching　Practice Guidance

単位数 担当者

実施年度

指導案の完成度、準備

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

『新訂　知りたいときにすぐわかる　幼稚園・保育所・児童福祉施設等実習ガイド　第2版』　石橋裕子・林　幸範編著
『幼稚園教育要領解説書』『幼保連携型認定こども園　教育・保育要領解説』　フレーベル館
その他、適宜教員作成の資料を用いる。

記録の意義

対象学科・学年 こども保育科　1年

授業概要

幼稚園教育実習の意義と目的を理解するとともに、保育実習を含めて3年間の実習計画や内容について知る。また、実習生としてふさわし
い態度とは何かを考え主体的に実習に臨み、保育実践の基礎能力と態度を身につける。開講期間中に幼稚園の見学実習等、実際に保
育現場での実習もあるためグループワークを通して、他者と協力しながら保育をデザインすることの面白さ、難しさについても学ぶ。本科
目は、教育原理、教育課程総論で学んだ教育についての原則、カリキュラム論を土台にしながら、実際の教育実習実施に必要な知識や
常識、技術を習得するための科目でもある。

学習目標
（到達目標）

実習生調査票清書、幼稚園教育要領について 幼稚園教育要領解説　第1章、第2章を読んでおくこ
と。

実習日誌について（日誌の構成要素）

実習日誌について（記録の様式）

部分実習指導案立案、作成（２）

部分実習指導案立案、作成（３）

○ 10%

実習前審査について、面接練習
各自実習に伺う幼稚園の正式名称・園長先生のお名前を確
認し、口頭で言えるようにしておく。

事前実習オリエンテーションのアポイントについて

部分実習指導案立案、作成（１）

※　主たる方法：○　　その他：△講義 〇 演習： △ 実習： 実技： △

教育実習とは
テキスト該当箇所を読んでおくこと。

教育実習指導Ⅰの位置づけ、3年間の実習の流れ、資格と免許の違い

教育実習の実際（幼稚園の1日と先生）、実習園の探し方、実習先希望
調査

希望の実習先について下調べをしておくこと。（園児数、保育
方針など）

実習に必要な書類について、実習生調査票下書き
中学入学、高校入学など成長の節目となる年が、西暦何年
（日本の元号表記も併せて）だったか調べておくこと。

目標

履修上の注意
・出席が10回に満たない者は単位の修得が認められない。単位の修得要件については、学生便覧に記載してあるので各
自、よく読んでおくこと。

評価方法

以下の表のとおり、評価は①意欲10%、②発表20%、③指導案の完成度、準備70%にて行う。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

ミニレポート ◎

発表 ○ ◎ 20%



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ◎

○ ◎

◎ 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意
出席が6回以上なかった場合は、単位取得ができない。出席や遅刻・早退等については各自、学生便覧をよく
読んでおくこと。

評価方法

①毎授業後の感想レポート（70%）　②最終回授業において、自分自身の「志」について発表（30%）　以上、2項目
において評価する。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

感想レポート ◎

発表 〇 ◎ 30%

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： 実習： 実技：

テキスト該当箇所を読んでおくこと。

「協働」の態度を持った学生生活 テキスト該当箇所を読んでおくこと。

よりよい人間関係の構築に向けて テキスト該当箇所を読んでおくこと。

マナーの本質　Ⅰ テキスト該当箇所を読んでおくこと。

マナーの本質　Ⅱ テキスト該当箇所を読んでおくこと。

〇 70%

科目名 GCBⅠ(就職実務Ⅰ）

科目名（英） Global　Citizen　Basic　Ⅰ

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

『グローバルシティズンベーシックⅠ～感謝と思いやりの教育～』　学校法人麻生塾

対象学科・学年 こども保育科　1年

授業概要
世界が自立しながらも、互いに協力し合うことで成り立っていることを認識し、恵まれた人生を過ごしていること
に感謝し、地域・国家の発展に貢献できる人材を育成する。

学習目標
（到達目標）

グローバル・シティズンとしての日常 テキスト該当箇所を読んでおくこと。

グローバル・シティズンとしての目標 テキスト該当箇所を読んでおくこと。

グローバル・シティズンとしての「志」に向けて テキスト該当箇所を読んでおくこと。

目標

身の回りの問題について、自ら考え改善策を創造する。

グループワークや話し合いを通して、積極的に活動に参加する。

学生生活で立てた「志」を日々の生活の中で、実践する。

授業項目・内容 授業外学修指示

グローバル・シティズンを目指そう。

担当者実務経験

上村　仁美

児童養護施設にて保育士として勤務

1単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

後期



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意

評価方法

(１)正試験の実施(２)授業への取り組み(３)乳児保育に関する発表内容　以上を以下の観点・割合で評価を行う。
成績評価基準は、Ｓ(９０点以上)・Ａ(８０点以上)・Ｂ(７０点以上)・Ｃ(６０点以上)・Ｄ(５９点以下)とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

発表内容 ◎ ○ 10%

乳児のこころと人との関わり パソコンを準備すること

パソコンを準備すること

エピソードワーク①食事

※　主たる方法：○　　その他：△講義 ○ 演習： △ 実習： 実技：

パソコンを準備すること

乳児保育の基本的知識と理解 パソコンを準備すること

胎児期、新生児期の発達と理解 パソコンを準備すること

乳幼児の発達を捉える（0～１歳） パソコンを準備すること

乳幼児の発達を捉える（１～２歳） パソコンを準備すること

目標

エピソードワーク②デジタルメディア

エピソードワーク③問題行動

80%

まとめ　受け入れ演習 パソコンを準備すること

科目名 乳児保育Ⅰ

科目名（英） infant nursery Ⅰ

単位数 担当者

実施年度

授業への取り組み

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

同文書院　初めて学ぶ乳児保育　萌文書林　乳児保育　保育所保育指針

わらべ歌、絵本が乳児にもたらすもの

対象学科・学年 こども保育科1年

授業概要
近年少子化にもかかわらず社会的需要が高まる乳児保育。子供が成長するうえでの基礎となる生活習慣、愛
着形成などの発達課題を学び、乳児そのものへの愛情深い関わり、発達の理解と乳児保育の技術を習得す
る。また乳児保育を実践するための責任感や心構えを考察を通してより深く自覚していく。

学習目標
（到達目標）

乳幼児の遊びと環境構成 パソコンを準備すること

乳幼児の健康と安全管理 パソコンを準備すること

園外保育と安全管理（東領公園）

◎ 10%

◎

乳幼児の発達の道筋に沿ったかかわりへ応用することができる。

乳児保育の目的・役割や課題について考え、説明することができる。

乳幼児期の保護者の気持ちを理解して悩みを共有したり寄り添う対応ができる。

わらべ歌や手遊び、絵本などの保育を適材適所実践できる。

乳児の個性や発達状況、主体性を尊重した対応ができる。

授業内で使用する廃材や用品を準備すること。

授業項目・内容 授業外学修指示

授業ガイダンス　乳児保育の必要性

０・１・２歳と遊べる玩具制作

担当者実務経験

眞﨑　明日香

乳児院において、保育士として勤務

２単位

２０２２年度

時間数

実施時期

３０時間

後期



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

◎ 〇

〇 ◎

◎ 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 3回以上欠席した場合は、単位の修得が認められない。

評価方法

①授業への取り組み方（50%）　②実践への取り組み（２５%）　③発表（２５％）の２つの観点を基に評価する。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

授業への取り組み 〇

実践への取り組み 〇 ◎ 25%

※　主たる方法：○　　その他：△講義 〇 演習： △ 実習： 実技：

実習日誌の書き方（２）～環境構成、保育者の援助、留意点～

実習日誌の書き方（３）～子どもの行動を考察すること～

子どもの見方

子どもの食事援助について

目標

50%

科目名 保育実習指導Ⅱ

科目名（英） Guidance to Care Field Study Ⅱ

単位数 担当者

実施年度

発表

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

保育所保育指針解説（フレーベル館）
「幼稚園・保育所・児童福祉施設等実習ガイド」　石橋裕子・林幸範著　同文書院

対象学科・学年 こども保育科1年

授業概要

保育園実習は、保育士資格を取得するために必要な実習である。実習に臨むにあたり、以下の項目について主に教授してい
く。
①日誌の書き方（考察を含む）　②子ども観察のポイント　③子どもの食事援助について　④設定保育準備（指導案作成を含
む）

学習目標
（到達目標）

設定保育準備（指導案作成を含む）

設定保育準備（指導案作成を含む）

設定保育準備（指導案作成を含む）

〇 ◎ 25%

◎

保育日誌の摘要について、説明することができる。

子どもの食事援助の大切さを理解し、年齢に応じた援助方法を説明することができる。

教員と相談しながら、子どもたちにとって魅力的な部分実習指導案を立案することができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

実習日誌の書き方（１）～ねらい、子どもの姿～

担当者実務経験

下川　武志

保育所保育士として13年間勤務

1単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

後期



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

◎ ○

○ ◎

○ ◎

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

上村　仁美

児童養護施設にて保育士として勤務

1単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

後期

保育に関する実技（手遊び、絵本の読み聞かせ等）に関する情報を共有し合い、実践することができる。

クラスメイトと協力しながら、保育者としての資質を高めていく。

保育実習Ⅰ（保育所）事前実習の振り返りを行い、自身の課題を見つけ次回の実習に対する意欲を高める。

授業項目・内容 授業外学修指示

保育実習Ⅰ事前実習に向けた準備①

科目名 総合演習Ⅰ

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

適宜、必要な資料を配布する。

対象学科・学年 こども保育科　1年

授業概要
履修している保育や教育に関するさまざまな科目を関連付けて学び、クラスメイトとの対話や協働を通じて自
分自身の保育観を醸成していくことを目的とする。

学習目標
（到達目標）

実習報告会① 実習報告書を項目に従い、記入しておくこと。

実習報告会② 実習報告書を項目に従い、記入しておくこと。

実習報告会③ 実習報告書を項目に従い、記入しておくこと。

目標

◎ 30%○

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 演習： ○ 実習： 実技：

教育実習指導のテキストの中で、自分が必要と思っ
た箇所を読んでおくこと。

保育実習Ⅰ事前実習に向けた準備② 教育実習指導のテキストの中で、自分が必要と思っ
た箇所を読んでおくこと。

保育実習Ⅰ（保育所）に向けた準備① 教育実習指導のテキストの中で、自分が必要と思っ
た箇所を読んでおくこと。

保育実習Ⅰ（保育所）に向けた準備②
各自、実習園からいただいている部分実習の課題や指導案を案の段
階でよいので、記入したり準備しておくこと。

保育実習Ⅰ（保育所）に向けた準備③
各自、実習園からいただいている部分実習の課題や指導案を案の段
階でよいので、記入したり準備しておくこと。

履修上の注意
出席が6回以上なかった場合は、単位取得ができない。出席や遅刻・早退等については各自、学生便覧をよく
読んでおくこと。

評価方法

①授業中の意欲や取り組みに対する態度（30%）　②実習報告会での発表（70%）　以上、2項目において評価す
る。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

意欲・態度

実習報告会発表 ◎ ○ 70%



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○ ○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 出席が５回未満のものには単位は付与しない。2年次の児童福祉施設実習指導に繋がる授業である。

評価方法

（１）授業への取り組み（２）発表　提出物（３）小テスト　以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

授業への取り組み

発表　提出物 ◎ ○ 30%

施設実習の基本理解・実習までに身に着けておくこと

施設の種類と概要①　施設の区分と多職種連携

施設の種類と概要②　児童養護施設

施設の種類と概要③　乳児院

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

◎ 40%

科目名 施設実習指導Ⅰ

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

小テスト

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

施設実習パーフェクトガイド　守巧・小櫃智子　二宮裕子・佐藤恵　（プリント配布）

対象学科・学年 こども保育科　1年

授業概要
２年次保育実習Ⅰ（施設）の事前学習として、児童福祉施設の概要や、それに関わる制度・対象児・職員など
についての基礎知識を学び、児童福祉施設での実習に対してのイメージを持ち、実習に対しての意欲・関心・
及び態度を育む為の授業とする。

学習目標
（到達目標）

施設の種類と概要④　児童発達支援センター

児童相談所について

守秘義務について

目標

児童福祉施設の種別を理解し、どんな施設があるかを説明する事ができる

実習内容についてのイメージをもつ事が出来、実習に対してプラスに望む意欲を持つ事が出来る

児童養護施設・児童発達支援センター・乳児院の対象児やそれぞれに関わる職員の職務を説明出来る

授業項目・内容 授業外学修指示

授業ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ　児童福祉施設の実習の流れについて

○ 30%

担当者実務経験

上村　仁美 　 

児童養護施設にて保育士として勤務

１単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

後期



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

◎ ○

◎ ○

◎ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

下川　武志

幼稚園教諭として幼稚園に3年間、幼保連携型
認定こども園に1年間勤務

1単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

後期

教育課程や保育課程についての概念、その編成や展開の仕方等について説明できる。

指導計画およびその種類と作成の基本について、説明できる。

ゲームや手遊び、絵本、製作活動などの部分実習指導計画が作成できる。

授業項目・内容 授業外学修指示

夏の指導計画（7～9月）の実際

○ ◎ 10%

○

科目名 教育課程総論Ⅱ

科目名（英） Currculum Theory　Ⅱ

単位数 担当者

実施年度

意欲

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

　『あたらしい幼児教育課程総論　第二飯』　　岸井　勇雄　・横山　文樹　著　2021年
フレーベル館　幼稚園教育要領解説書　※そのほか適宜、教員作成資料を配布する。

対象学科・学年 こども保育科1年

授業概要

教育とは、子どもが「知りたい」「学びたい」という欲求を触発し、それを教師が援助したり系統立てることにより子どもの発達を促す営みで
ある。この授業においては、教育の方法に関する理論的知識の習得、とりわけ乳幼児期の教育の方法に関する基本原理を理解すること
を第一義的な目標とし、実際の保育現場で実践を構築できる力を醸成していく。本科目は教育原理で学んだ教育についての原則をベース
に、特に幼児教育における教育の方法について考える科目である。（近畿大学科目終末試験を前期修了後、受験する）

学習目標
（到達目標）

小学校との連携 テキスト　該当箇所を読んでおくこと。

授業内試験

授業内試験フィードバック

70%

※　主たる方法：○　　その他：△講義 〇 演習： 実習： 実技：

夏の子どもの遊びにはどのようなものがあるか、メモ
にまとめておくこと。

秋の指導計画（10～12月）の実際 保育の場面でうたう秋の歌には、どのような歌がある
か、メモにまとめておくこと。

冬の指導計画（１～３月）の実際 冬の子どもの遊びにはどのようなものがあるか、メモ
にまとめておくこと。

幼児期の終わりまでに育って欲しい１０の姿 幼稚園教育要領解説書　該当箇所を読んでおくこと。

教育課程の評価 テキスト　該当箇所を読んでおくこと。

目標

履修上の注意
この科目と同時に教育原理・教育方法論を同時に履修する。それぞれの科目について関連付けて理解するよ
うに努めること。３回以上欠席した場合、単位の修得は認められない。

評価方法

評価は、①授業内試験　70%　②発表　20%　③意欲　10%　にて行う。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

授業内試験 ◎

発表 ◎ ○ 20%



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○

○

○ ○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

中村寛子1単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

後期 近畿大学九州短期大学特任講師

目標

体の様々な部位を使用する「ボディパーカッション」を通して、リズム感の育成

【合唱」を通して歌唱力と聴音力ソルフェージュ力の育成と協働生の育成

バケツドラム・タンバリンなどの打楽器を使用し、正しくリズムを刻むことができる

ホスピタリティの育成

リズム表現 ○ 30%

授業項目・内容 授業外学修指示

ボディパーカッションの練習

○ 30%

科目名 幼児と音楽表現SC

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

歌唱表現

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

対象学科・学年 こども保育科　1年

授業概要
地域の小学校での音楽会実施と通して、様々な楽器の演奏、合唱、身体表現を身に付ける。また、集団で一
つのことを成し遂げる、人の目にさらされる、等のことを通して、自己を客観的に見る力を身に付け、共同作業
の重要性、社会性、努力を積み重ねる力、協働でのルール等を総合的に学んでいく。

学習目標
（到達目標）

2年生との合同練習

音楽会本番

振り返り・まとめ

○ 10%

※　主たる方法：○　　その他：△講義： △ 演習： ○ 実習： 実技：

授業外でも練習するよう指示

バケツドラム・タンバリン合奏-「合奏」と連携してレベルアップを図る

合唱「怪獣のバラード」+ボディパーカッション+ドラム+タンバリン合奏

音楽あそび「きつつきおじさん」+合唱+ボディパーカッション+合奏

2年生との合同練習

履修上の注意 遅刻、欠席の場合、近畿大学の履修規定により、単位習得不可とする。

評価方法

（１）SC出席　（２）SCの参加における意欲・関心・態度（３）SCにおける歌唱表現力（４）リズム表現力
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

no 言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

ＳＣ出席

意欲、関心、態度 ○ 30%



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

◎ 〇

◎ 〇

〇 ◎

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 3回以上欠席した場合、単位の修得は認められない。

評価方法

①確認テスト　70%、②グループワーク参加状況　20%　③発表　10%の割合で評価する。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

確認テスト 〇

グループワーク参加状況 〇 ◎ 20%

※　主たる方法：○　　その他：△講義 〇 演習： △ 実習： 実技：

子どもの育ちと領域「健康」

子どもの「健康」をめぐる現状と課題

子どもの健康と遊び（遊具を使った遊びを中心に）

園生活と生活習慣

目標

70%

科目名 健康（指導法）SC
科目名（英） Nurturig　Health　（teaching　method）　

単位数 担当者

実施年度

発表

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

幼稚園教育要領解説書、保育所保育指針解説書（ともにフレーベル館）
『新訂　領域　健康』

対象学科・学年 こども保育科　1年

授業概要

領域「健康」のねらいは「健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う」ことにあるとされ
ている。本講においては、領域「健康」の意義と他領域との関連について捉え、現代的な子どもの健康問題に
ついて理解を深める。また、安全教育の講では災害教育に視点を当て、グループワークを通して、子どもの生
活にとって安全な生活とは何かを考える。

学習目標
（到達目標）

子どもの健康と安全教育１

子どもの健康と安全教育２

確認テスト、答え合わせ

◎ 〇 10%

◎

幼児教育において「健康」領域がなぜ必要であるか、簡潔に説明できる。

幼児期における生活習慣の大切さについて、例を挙げながら説明することができる。

現代社会において、子どもの発達を脅かす問題について提示しながら論ずることができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

オリエンテーション、領域「健康」とほかの領域との関係

担当者実務経験

下川　武志

幼稚園教諭として幼稚園に3年間、幼保連携型
認定こども園に1年間勤務

1単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

後期



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

水上　勝彦

幼児体育教室運営

1単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

後期

グループやクラス内において積極的な協力を実践することができる。

健康寿命の考えを念頭に置き、生涯に渡って活動することについて学びを深めることができる。

スポーツを行う中で、しっかりとコミュニケーションを図ることができる。

レクリエーションの要素を含めながらの運営を意識することできる学びを得ることができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

1日目（スポーツ競技を通じての関わりを持つ）

3日目（生涯健康を念頭に実施することができるスポーツを行う）

科目名 生涯スポーツSC

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

なし

3日目（生涯健康を念頭に実施することができるスポーツを行う）

対象学科・学年 こども保育科 1年

授業概要

平均寿命の延伸に伴い、一人ひとりのライフスタイルや年齢、体力、運動技能に応じて、生涯にわたり様々な
形でスポーツとの関わる機会を設け、スポーツにおける多くの意義と役割を暮らしの中に取り入れることを念
頭に置き、生涯を通じて、いつでも、どこでも、誰でも趣味的な観点でスポーツに親しむことができることを目標
にする。

学習目標
（到達目標）

2日目（学年交流会への参加）

2日目（学年交流会への参加）

2日目（学年交流会への参加）

◎ 50%

3日目（生涯健康を念頭に実施することができるスポーツを行う）

3日目（生涯健康を念頭に実施することができるスポーツを行う）

※　主たる方法：○　　その他：△講義 演習： 〇 実習： 実技：

1日目（スポーツ競技を通じての関わりを持つ）

1日目（スポーツ競技を通じての関わりを持つ）

1日目（スポーツ競技を通じての関わりを持つ）

2日目（学年交流会への参加）

目標

履修上の注意 遅刻・欠席は認められない（該当する場合は再履修となる）。

評価方法

スクーリングにおける参加状況と意欲点として評価する成績評価基準はＳ(90点以上)、Ａ(80点以上)、Ｂ(70点以
上)、Ｃ(60点以上)、Ｄ(59点以下)とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

グループ内での協働・参加状況

レポート作成 ○ 50%



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○ 〇

○

○ 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

岡山　直之

美術家歴35年

1単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

後期

自分のアイディアのイメージを描き、他者に伝える事が出来る

クラスメイトと協力し空間をデザインする為のアイディアを共有することが出来る

様々な材料・技法を使い、製作工程に基づいた造形作品を作ることが出来る

作品を作る上で様々な材料・技法の特徴を知り、それを生かした創作を展開することが出来る

授業項目・内容 授業外学修指示

作品製作　①　空間デザインのイメージ図の確認

科目名 造形表現（指導法）SC

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

なし

対象学科・学年 こども保育科　１年

授業概要
造形表現で学んだ造形表現の技法、様々な材料を生かし、空間デザインの造形を製作する。
様々なアイディアを出し合い、そのイメージを造形として形にする表現力を養う。
クラスメイトとの共同制作の中で、自分の得意分野を生かし、製作する達成感を味わう。

学習目標
（到達目標）

作品製作　⑥

作品完成　　作品展示 教職員・他学生に鑑賞してもらうと共に校内にある保
育園のこども達にも鑑賞して頂く

作品製作反省　レポート記入 創作を通しての反省・感想を含むレポートの記入を行
う

◎ 50%

※　主たる方法：○　　その他：△講義 演習： ○ 実習： 実技：

造形表現の授業で完成した製作工程表の作成、計画
に沿った材料の準備を事前に行っておく

作品製作　②

作品製作　③

作品製作　④

作品製作　⑤

目標

履修上の注意

評価方法

以下の観点により、評価を行う。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

態度・意欲

レポート提出 ◎ 50%



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

◎ 〇

〇 ◎

〇 ◎

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 遅刻、欠席をしないように体調管理を行うこと。（保育実習の要件科目である）

評価方法

（１）部分実習指導案と実践　60%　（２）実習への参加態度　20%　（３）発表　20%　以上、３つの観点で評価を行
う。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

部分実習指導案と実践

実習への参加態度 〇 ◎ 20%

※　主たる方法：○　　その他：△講義 〇 演習： 実習： 実技： △

部分実習の実践（１） 実習に必要なものを用意すること、また動きやすい服
装で出席すること。

部分実習の実践（２）

部分実習の実践（３）

部分実習の実践（４）

目標

〇 ◎ 60%

科目名 保育実習事前事後指導Ⅰ（保育所）

科目名（英） Practical　Training　of　Nurturing　Practice　Pre　＆　Post　Direction

単位数 担当者

実施年度

発表

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

保育所保育指針解説書（フレーベル館）

対象学科・学年 こども保育科1年

授業概要

保育所の児童福祉法上、また保育指針上での役割を再度確認する。実習に行くにあたって、実習生としてふさわ
しい学ぶ姿勢、こども観察の視点について確認したのち、自分自身が立案した部分実習について実践を行い、よ
い実践が行えるようブラッシュアップを行っていく。

学習目標
（到達目標）

部分実習の実践（５）

部分実習の実践（６）

実習生としてふさわしい服装、態度について。実習マナー

◎ 〇 20%

保育所の社会的役割について、他者に説明することができる。

実習生としてふさわしい服装、態度について理解し、ふるまうことができる。

部分実習指導案について立案し、よりよいものとなるよう改善を試み実行することができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

保育所の社会的役割、保育に欠ける要件について（復習）

担当者実務経験

下川　武志

保育所保育士として13年間勤務

1単位

2022年

時間数

実施時期

16時間

後期



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

回数

下川　武志

幼稚園教諭として幼稚園に3年間、幼保連携型
認定こども園に1年間勤務

2単位

2022年度

時間数

実施時期

80時間

後期

授業項目・内容 授業外学修指示

・手遊び、歌遊び、絵本の読み聞かせなどの教材や
設定保育など保育実習に向けた準備をする
・各自の実習のねらい、課題を明確にする

・実習後の日誌作成のまとめと、実習の反省と課題を
明確にする

⒑
日
間

担当者実務経験

目標

実践を通じて、保育の技術、能力を向上させる

自分なりの保育観や子ども観を深め確立する

保育現場で保育を経験することにより、これまで学習してきた理論や技術が、保育の実践
と具体的にどのようにつながるか理解することができる

○

保育所実習では、以下の観点から保育所における保育がどのよ
うになされているかを理解する。

１．保育所の内容、機能について理解する　　（保育所の1日の
流れやプログラムの理解など）

２．保育所における子どもの理解　　（年齢（月齢）ごとの子ども
の発達とその特徴など）

３．保育所における保育者の職務内容、役割などを理解する４．
日誌や指導案の書き方を学ぶ担当保育者の指導や助言に従
い、積極的に保育実習に参加すること

◎ 20%

○

30%

◎ 50%

○ ◎

科目名 保育実習Ⅰ（保育所）

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

勤務状況等

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

幼稚園・保育所・児童福祉施設実習ガイド幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定子ども園教
育・保育要領保育所保育指針解説書

対象学科・学年 こども保育科 1年

授業概要
保育士資格を取得するために保育所で行う実習。10日間の実習で、次の内容を体験的に学ぶ①保育所にお
ける1日の流れ　②子どもへの理解を深める　③保育士の業務内容や職業倫理について学ぶ④保育所等の
技術や記録方法について実践的に学ぶ　⑤保育士を志すものとして自覚を高める

学習目標
（到達目標）

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 実習： ○ 実技：演習：

履修上の注意 実習要件科目の単位をすべて修得していること

評価方法

①実習日誌・事後レポートなどの提出物　　②実習園の評価　　③勤務状況等を総合的に評価する
成績評価基準はS(90点以上)、Ａ(80点以上)、Ｂ(70点以上)、Ｃ(60点以上)、Ｄ(59点以下)とする

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

提出物

実習園の評価 ○



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 遅刻・欠席の場合、近畿大学の履修規定により、単位習得不可とする。

評価方法

（１）SC中の取り組みに対しての意欲関心態度　（２）保育への取り組み、準備　（３）レポート提出で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）、A（80点以上）、B（70点以上）、C（60点以上）、D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

意欲的な参加・発言

保育への取り組み ◎ ◎ ◎ 40%

まとめ（レポート作成） 子どもとのふれあいで学んだことを簡単にまとめてお
く。

※　主たる方法：○　　その他：△講義 演習： 〇 実習： 実技：

保育所保育指針「言葉」の領域に関する記述を読ん
でおく。

領域「言葉」の目標・ねらい・内容に関する理解 幼稚園教育要領「言葉」の領域に関する記述を読ん
でおく。

子どもの言葉を引き出す保育者の関わり 子どもの言語発達の筋道について調べておく。

言葉が生まれる背景（情動交流の観点から） 言葉が育つにはどのようなことが必要か、大人との情
動交流の観点から考えておく。

言葉が生まれる背景（身体的発育の観点から） 言葉が育つにはどのようなことが必要か、身体的発
育の観点から考えておく。

目標

◎ ◎ 40%

科目名 言葉（指導法）SC

科目名（英） Detailed　Study　of　Nurturing　Words

単位数 担当者

実施年度

レポート

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

幼稚園教育要領、保育所保育指針
その他教員作成資料

対象学科・学年 こども保育科　1年

授業概要

・人間にとっての言語の役割・言語発達についての理論を理解する。
・言葉をはぐくむには、何が大切かを生活の面、情動交流の面等、多角的な視点で検討する。
・領域「言葉」を理解し、言語環境の構成・言葉の力を育む指導について検討する。

学習目標
（到達目標）

保育の中での実践（子どもとの何気ない会話） 初めて子どもに出会ったとき、どのように言葉かけを
するか考えておく。

保育の中での実践（絵本・紙芝居） 絵本・紙芝居の下読みをしておく。

保育の中での実践（言葉遊び・詩） 言葉遊びや詩を暗唱しておく。

◎ ◎ ◎ 20%

◎

領域「言葉」の目標・ねらい・内容を理解しており、説明できる。

言葉の育つ環境について、知的発達のみならず身体的発達とも関連させ、説明できる。

言葉の響きの美しさをさまざま技術を用いながら、子どもに伝えようとする態度をもっている。

子どもと遊ぶことのできるわらべうた遊びを3つ用意し
ておく。

授業項目・内容 授業外学修指示

子どもにとって「言葉」とは何か

保育の中での実践（わらべうた遊び）

担当者実務経験

天野　恵

保育園園長

1単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

後期
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

◎ 〇

〇 ◎

◎ 〇

〇 ◎

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

下川　武志

幼稚園に教諭として3年間勤務、幼保連携型認定こど
も園に保育教諭として1年間勤務

1単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

後期

教育実習の目標・教育課程、意義について理解し内容を説明できる。

実習生にふさわしい学ぶ姿勢とは何かを考え、実践しようとする。

豊かな実習が行えるように、歌遊びや手遊びなどレパートリーを増やし研究する。

自身の指導案に基づき、模擬保育を実践しようとする。

授業項目・内容 授業外学修指示

オリエンテーション、幼稚園教育要領について理解を深める

科目名 教育実習事前事後指導SC

科目名（英） Practical　Training　of　Education　Pre　＆　Post Direction（Kindergarten）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

各自作成した部分自習指導案、その他適宜教員作成の資料を配布する。

対象学科・学年 こども保育科1年

授業概要

・幼稚園教育実習に臨むにあたり、教育実習の目標、意義について理解を深める。また、実習生としてふさわ
しい態度、学ぶ姿勢を身につけ、保育を実践する力を養う。
・実習日誌の書き方を知り、実習を想定してシミレーションする。

学習目標
（到達目標）

指導案シミレーション４

指導案シミレーション５

指導案シミレーション６

〇 50%

※　主たる方法：○　　その他：△講義 〇 演習： △ 実習： 実技： △

教育課程総論で学んだことを復習しておくこと。

実習に必要な書類の最終確認・マナーについて確認 履修カルテの用意

指導案シミレーション１ 自分なりに検討を加えた指導案を持参すること。
必要なものを用意すること。

指導案シミレーション２

指導案シミレーション３

目標

履修上の注意 本科目は教育実習Ⅰ・Ⅱの実習要件科目である。

評価方法

　①履修カルテの記入、指導案　（50%）、②指導案の実践　（50%）　の割合で評価する。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

カルテ、指導案 ◎

指導案の実践 〇 ◎ 50%
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

○

○ 実習指導案をもとに、自分で考えた保育内容を実践することができる。

※　主たる方法：○　　その他：△演習： 実習： ○

幼稚園の教育内容、機能について理解し、説明することができる。

実習の中で子どもたちと積極的にコミュニケーションを図り、子ども理解を深めていく。

幼稚園教諭の職務内容や役割について理解し、実習記録に細かく記述することができる。

実習で体験したこと・感じたこと・分析したことを、実習記録に確実に記述することができる。

科目名 教育実習Ⅰ

科目名（英）

単位数 担当者 下川　武志　2単位 時間数 80時間

実習園による評価

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

適宜、教員作成の資料を配布する。

学習目標
（到達目標）

10
日
間

授業項目・内容 授業外学修指示

◎ 20%

実施年度

対象学科・学年 こども保育科1年

授業概要
実習までに学んできた子どもの発達に関する知識、幼児教育の原理・原則を念頭に置きつつ、幼稚園という教
育現場の中で教育実践を行うことを目的とする。本実習においては、子ども理解を深めるために必要な教師の
働きを知ること、また自身で作成した実習指導案の実践及び省察を行うことを主眼とする。

担当者実務経験
幼稚園に教諭として3年間、幼保連携型認定こども園
に保育教諭として1年間勤務2022年度

50%

実施時期 後期

目標

履修上の注意
教育実習　実習要件科目を取得しておかなければ実習は認められないので、各自、近畿大学学生便覧を確
認し、要件科目を把握しておくこと。

評価方法

評価は➀実習日誌の記述内容　50%、➁指導案の記述内容（振り返りや次への課題も含む）　30%、➂実習園に
よる評価　20%　で評価する。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

実習日誌の記述内容 ◎
指導案の記述内容

（振り返りや次への課題も含む） ◎

・実習で行う手遊び、歌遊び、ゲームなどのレパート
リーは、日ごろから増やしていくことができるようアン
テナを張っておくこと。また、リハーサルも行っておく。

・配属クラスの子どもの発達段階に応じた指導計画を
作成すること。

・実習が終了したらただちに事後レポートを作成し、自
分自身の課題を明らかにする。その課題を基に、そ
の先につながる実習、就職活動についても考えてい
く。

実技： △

〇

教育実習Ⅰにおいては、以下に示す4つの視点を大切にしなが
ら、実習を行う。

①幼稚園における1日の生活・活動の流れと生活・活動内容に
ついて理解する。

➁子どもと積極的に関わる中で、自分なりに子どもの行動の意
味を考える。

③幼稚園教諭の職務内容について理解する。

④子どもの活動・行動に対する幼稚園教諭の働きかけについて
理解する。

実習を行う中で、疑問点などがあったら指導教諭・実習担当教
諭に積極的に質問し、実りの多い実習となるよう努力すること。

30%

講義：
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言語
情報

知的
技能
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技能

態度
意欲

その他

◎ 〇

◎ 〇

◎ 〇

◎ 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意

評価方法

評価は①模擬保育（50%）、②模擬保育の準備（指導案（提出期限を守ることも含む）、保育に必要な道具・環境
整備も含む）（30%）、③発表・発言（20%）の割合で評価する。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

模擬保育

模擬保育の準備 〇 ◎ 30%

※　主たる方法：○　　その他：△講義 〇 演習： 実習： 実技： △

幼稚園教育要領、保育所保育指針を読んでおく。

保育内容の歴史的変遷 保育原理で勉強した保育の歴史について、復習して
おくこと。

模擬保育① 模擬保育に必要な環境構成・準備をする。

模擬保育② 模擬保育に必要な環境構成・準備をする。

領域と保育内容 模擬実践で行う保育の内容について、領域の面から
どのような要素があるか、メモしておくこと。

目標

〇 ◎ 50%

科目名 保育内容総論

科目名（英） Outline　of　Nurturing

単位数 担当者

実施年度

発表・発言

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

幼稚園教育要領解説、保育所保育指針解説、そのほか適宜教員作成の資料を配布する。

対象学科・学年 こども保育科1年

授業概要

1年次に保育内容の5領域について学んできたが、保育は環境や遊びを通して総合的に指導するものであることから、これらの総合的な指
導と、各論ではなく総論として学んでいくことの意義や関連性について確認していく。また、保育内容は時代を経て変遷していく。保育の歴
史に学びながら、再度、現代に求められている保育や子育て支援のありかたについて考察を深めていく。
授業は講義と実践（模擬保育）によって構成される。この授業は保育原理とも関連していることから、科目横断的に学習していく。

学習目標
（到達目標）

保育者の専門性 保育者の専門性にはどのようなものが考えられるか、
メモにまとめておくこと。

模擬保育③ 模擬保育に必要な環境構成・準備をする。

模擬保育の振り返り、保育者の役割 自分自身の模擬保育について改善点を述べることが
できるよう、考えをまとめておく。

〇 ◎ 20%

保育内容各領域をなぜ総論として学ぶのか、説明できる。

近代の保育と現代の保育、社会が保育に求めてきたものについて、簡単に説明することができる。

自分が立案した部分実習指導案を実践することができる。

指導案にデザインされた保育者の意図について、説明することができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

オリエンテーション、保育内容総論とは

担当者実務経験

下川　武志

保育士として保育所に13年間勤務

1単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

後期


